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研究成果の概要（和文）：若年成人層のストレス対応方法について、対人関係カウンセリングは論理的なストレ
ス対応を増加させ情緒的なストレス対応を減少させることが示された。一方、通常の支持的カウンセリングはス
トレス対応方法を変化させなかった。抑うつ状態については、対人関係カウンセリングも通常の支持的カウンセ
リングも同じように抑うつ状態を改善した。抑うつ状態に対する長期的効果については、対人関係カウンセリン
グが優れている可能性が示された。また、自閉症スペクトラム傾向や注意欠如・多動症傾向の有無でカウンセリ
ングへの反応性の違いが示唆された。

研究成果の概要（英文）：Regarding stress-copings in young adults, interpersonal counseling increased
 logical stress-copings and decreased emotional stress-copings, on the other hand supportive 
counseling did not change any stress-copings. Regarding depression, both of interpersonal counseling
 and supportive counseling improved depressive level, and there were no differences of the efficacy 
in the two counseling groups. Interpersonal counseling showed the possibility that it may be 
superior for long-term effects on depression. In addition, the difference was found in the 
responsiveness to counseling by the presence of ASD and ADHD.

研究分野： 臨床心理学　精神医学
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研究成果の学術的意義や社会的意義
若年成人層の抑うつ状態や自殺の背景には、ストレスに対する対応能力の未熟さが考えられている。カウンセリ
ングなどでストレスに対する対応能力を改善させることができれば、抑うつ状態の改善や自殺予防につながると
考えられる。今回の研究では、対人関係カウンセリングは論理的なストレス対応の力を向上させ、感情に流され
るストレス対応を減少させ、抑うつ状態を改善させることが示された。対人カウンセリングは、非専門家でも習
得が容易であり種々の相談場面で広く活用が可能と考えられるカウンセリング法であることから、今後広く若年
成人の精神保健に貢献できる研究結果が得られたと考えた。



様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１、Ｚ－１９、ＣＫ－１９（共通） 
１．研究開始当初の背景 
日本の自殺死亡者数は、平成26年には3万人を切り、若年層の自殺死亡率も緩やかに低下して

いる。しかしながら、若年成人層におけるピーク時からの自殺死亡率減少率は全年齢に比べ低く、
自殺が死因の第1位を占めている。さらに、若年成人層では自殺容認傾向が高く、研究代表者の
調査でも、「問題解決の手段として自殺もありうる」と回答したものが30.0%となり、問題解決能
力の未熟さが自殺容認傾向の背景にある可能性が示されている。 
自殺の成因として、生物学的・心理社会学的ストレス因子と、ストレスコーピングを含めた

個人の特質の関連を考える「ストレス－素因モデル」が提唱されている。研究代表者は、かね
てより素因に着目し、分子生物学的手法を用いてモノアミン神経系の遺伝子多型と自殺との相
関研究を行ってきた。その結果、衝動性・攻撃性が高い遺伝素因を持つ者は、自殺のリスクが
高い可能性を見出した。さらに、調査研究においても、自殺容認傾向が高い若年層では、情動
的なストレスコーピング傾向が強く、論理的なストレスコーピングが低いことが示された。こ
れより、若年成人層ではストレスコーピング能力の向上が自殺予防に役立つ可能性がと考えら
れた。 
一方、対人関係カウンセリング（IPC）は、非専門家でも習得が容易であり種々の相談場面で

広く活用が可能と考えられるカウンセリング法である。IPC により、ストレスコーピング能力
が向上すれば、若年成人層の自殺関連行動の予防に広く貢献できるものと考え、研究代表者は、
若年成人層における IPC のストレスコーピング能力に対する効果の探索的検討を今まで行って
きた。その結果、通常のカウンセリングでは変化しなかった論理的なストレスコーピングが IPC
後には増加する可能性が示され、この結果を検証する必要があると考えられた。 
 

２． 研究の目的 

(1) IPC のストレスコーピングおよび抑うつ状態に対する効果を通常のカウンセリングと比較
し検証することを主目的とした 

(2) IPC の抑うつ状態に対する長期的効果を通常のカウンセリングと比較し検討することを副
次的目的とした 

(3) 自閉症スペクトラム障害（ASD）傾向と注意欠如・多動症（ADHD）傾向を考慮して、IPC の
抑うつ状態への効果を探索的に検討することを副次的目的とした。 

 
３．研究の方法 
(1) 単盲検無作為化比較試験： 18 歳以上 39歳以下を対象とし、対人関係カウンセリングを行

う群（interpersonal counseling：IPC 群）と通常のカウンセリング行う群（counseling as 
usual：CAU 群）に無作為に振り分け、それぞれのカウンセリング前後の 2群間のストレス
コーピング能力を Coping Inventory for Stressful Situations (CISS)で評価し、抑うつ
状態を Zung Self-Rating Depression Scale (SDS)合計点で評価した。また、脳血流量の
変化は 10極 NIRS（光トポグラフィ）で検討した。 

(2) フォローアップ試験：それぞれの心理学的介入終了後、4、8、12 週後に SDS 合計点の評価
を行った。 

(3) 部分解析：ASD 傾向あり群となし群と ADHD 傾向のあり群となし群で、それぞれの心理学的
介入の SDS 合計点への効果を探索的に調べた。 

 
４．研究成果 
(1) 単盲検無作為化比較試験  

 ストレスコーピング能力（CISS 得点）： IPC 群 (n = 33)と、CAU 群（n = 29) で、群
（IPC 群、CAU 群）および時期（介入前、介入後）で 2元配置分散分析を行った結果、
有意な交互作用は示されなかったが、CISS 課題優先対処得点は IPC 群のみで有意に増
加し、CISS 情緒優先対処得点は IPC 群のみで有意に減少した。CISS 回避優先対処得
点では有意な変化は認められなかった。これより IPC によって論理的なストレス対応
が増加し情緒的なストレス対応が減少する可能性が考えられた。 

 抑うつ状態（SDS 合計点）：IPC 群 (n = 34)と、CAU 群（n = 32) で、群（IPC 群、CAU
群）および時期（介入前、介入後）で 2元配置分散分析を行った結果、有意な交互作
用は示されず、IPC 群でも CAU 群でも SDS 合計点が有意な減少を示した。IPC は大学
生の抑うつ状態に対して通常のカウンセリングと同様に有用と考えた。 

 脳血流量の変化：10 極 NIRS(光トポグラフィ)で測定した脳血流量での変化に有意な
ものは示さなかった。今後、解析方法に工夫しさらなる検討を行う。 

(2) フォローアップ試験（SDS 合計点） 
 IPC 群 (n = 18)と、CAU 群（n = 17) で、群（IPC 群、CAU 群）および時期 (介入前、

介入直後、4週間後、8 週間後、12 週間後) の 2 元配置分散分析の結果、交互作用な
らびに群の主効果は認められなかったが、時期の主効果が示され、SDS 合計点は CAU
群で減少傾向、IPC 群では有意な減少が認められた。大学生の抑うつ状態に対して IPC
の長期的効果の可能性が示された。今後、ストレスコーピングについても長期的変化
を検討する。 



(3) 部分解析 
 ASD 傾向： Quotient 日本語版自閉症スペクトラム指数で ASD 傾向を評価し、平均値

20 点を基準として ASD 傾向あり群（n = 20）となし群（n = 20）に分けた。SDS 合計
点を従属変数とし、介入方法、介入前後、ASD 傾向有無で 3元配置分散分析を行った。
ASD 傾向有無の主効果が示されたが、因子間に有意な交互作用を認めなかった。多重
比較では、ASD 傾向あり群のみで介入後に SDS 合計点が有意に減少し、ASD 傾向のあ
る大学生の抑うつ状態に対して IPC が有用な可能性が示された。 

 ADHD 傾向：成人期の ADHD の自己記入式症状チェックリストを用い ADHD 傾向あり群（n 
= 11）となし群（n = 29）に分けた。SDS 合計点を従属変数とし、介入方法、介入前
後、ADHD 傾向有無で 3元配置分散分析を行った。因子間に有意な交互作用を認めなか
ったが、ADHD 傾向有無の主効果が示され、ADHD 傾向なし群のみが CAU 介入で SDS 合
計点が有意に減少する傾向を示した。ADHD 傾向の有無で IPC および通常のカウンセリ
ングに対する反応性の違いがある可能性が示唆された。 

(4) 安全性 
 IPC 群ならびに CAU 群ともに有害事象は生じなかった。 
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